
「地域における多文化共生推進プラン」改訂の概要

旧プラン(2006年)

① コミュニケーション⽀援
地域における情報の多⾔語化

⽇本語及び⽇本社会に関する学習⽀援

② ⽣活⽀援
居 住 教 育

医療・保健・福祉
防 災
労働環境

③ 多⽂化共⽣の地域づくり
地域社会に対する意識啓発
外国⼈住⺠の⾃⽴と社会参画

多⽂化共⽣施策の推進体制の整備
地⽅公共団体の体制整備

地域における各主体の役割分担と連携･協働

改訂プラン(2020年)

[施策] 

[背景･趣旨] 

○⽇系南⽶⼈等の外国⼈住⺠の増加を背景に、
従来の「国際交流」や「国際協⼒」に加え、
「地域における多⽂化共⽣」の推進が必要。

○都道府県・市区町村における多⽂化共⽣の
推進に係る指針・計画の策定に資するため、
外国⼈を地域で⽣活する住⺠として捉える
観点から、総務省プランを策定。

[背景･趣旨]

○外国⼈住⺠の増加･多国籍化、在留資格「特定技能」の創設、多様性･包摂性のある
社会実現の動き、デジタル化の進展、気象災害の激甚化といった社会経済情勢の変
化に対応することが必要。

○社会経済情勢の変化を経た上で多⽂化共⽣施策を推進する今⽇的意義は次のとおり。
(1)多様性と包摂性のある社会の実現による「新たな⽇常」の構築
(2)外国⼈住⺠による地域の活性化やグローバル化への貢献
(3)地域社会への外国⼈住⺠の積極的な参画と多様な担い⼿の確保
(4)受⼊れ環境の整備による都市部に集中しないかたちでの外国⼈材受⼊れの実現

[施策]

① コミュニケーション⽀援
⾏政・⽣活情報の多⾔語化（ICTを活用）、相談体制の整備
日本語教育の推進

② ⽣活⽀援
教育機会の確保 適正な労働環境の確保
医療・保健サービスの提供 ⼦ども・⼦育て及び福祉サービスの提供

災害時の⽀援体制の整備

③ 意識啓発と社会参画⽀援
多⽂化共⽣の意識啓発・醸成 外国⼈住⺠の社会参画⽀援

多⽂化共⽣施策の推進体制の整備

➃地域活性化の推進やグローバル化への対応

⽣活オリエンテーションの実施

住宅確保のための⽀援 感染症流行時における対応

多文化共生の推進に係る指針･計画の策定

地⽅公共団体の体制整備 地域における各主体との連携･協働

外国人住民との連携･協働による地域活性化の推進・グローバル化への対応

留学生の地域における就職促進
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